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別　紙
委員長　　　　ただ今より予算特別委員会を開催します。

議長　　　　　あいさつ

市長　　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事に入ります。本委員会に付託されました議案第１号平成２４年度長久手市一般会計予算を議題とします。

税務課

税務課長　　税務課の主な事業について説明
原田委員　　個人市民税について、納税者は何人を想定しているか。また、１人当たりの平均調定額はいくらか。
税務課長　　均等割は２万5,000人、所得割は2万4,700人を想定している。1人当たりの金額は出していない。

原田委員　　個人市民税は毎年減り、今年度も減額補正している状況である。６月に課税が決まるが、早めに補正はできないか。
税務課長　　今年度は９月に補正している。６月に決定し、９月補正が最短である。

浅井委員　　市民税において、個人税が横ばいであるのに対し、法人税の増収の根拠はなにか。
税務課長　　市民個人税については、２３年の収入実績であるが、法人税は、各法人の事業年であり、該当する事業年度が異なるためである。景気は、２４年は若干持ち直すのではないかという判断である。
浅井委員　　法人数の推移はどうか。

税務課長　　１８年から見ると、ほぼ横ばいながらも少しずつ増えている。

岡崎委員　　たばこ税が増える理由はなにか。

税務課長　　２２年度にたばこ税の税率が上がり、一端、買い控えで下がったがその後は、増えているからである。
原田委員　　株式譲渡の減税措置が２年継続になったがそれによる減収はいくらか。

税務課長　　試算していない。

原田委員　　固定資産税について、新築マンション２棟、１戸建て３６８棟とのことだが、景気の低迷で、新築家屋件数は下がらないのか。この数字は、２２年度より増えているが、見込める数字なのか。

資産税係長　３６８戸は実際にある数字で、２４年度、確実に見込める。

さとう委員　入湯税８．５％の減収だが、入湯者数を何人と想定しているのか。
税務課長　　３８万９，４２０人を想定している。
浅井委員　　入湯税は、２２度実績の８．５％減であるが、それ以上に、下がらないとした根拠はなにか。
税務課長　　２３年度は近隣に新しく入泉施設でき入湯税が減収したが、２４年度はそのような要因がないため、今年度の見込み額とした。

原田委員　　市民税事務賃金について、パートの雇用期間と賃金はどのようか。

税務課長　　４月から６月及び１月から３月の６か月である。パート賃金は時給８２０円である。
議長　　　　個人税、法人税の伸び率について、予算書と主要・新規施策の概要で伸び率が異なるのはなぜか。

税務課長　　主要・新規施策の概要は現年度分のみで、予算書は滞納繰り越し分を含めている。

原田委員　　固定資産税について、南部地区の増額分はいくらか。

税務課長　　１億８，０００万円の増額と見込んでいる。
資産税係長　増額の１億８，０００万円は、仮換地の２億５，８００万円から従前地課　　税の７，５００万円を引き、徴収率を掛けたものであり、３倍から４倍である。　　

原田委員　　年少扶養控除が廃止になり、固定資産税が上がり、市が洞地区の若い世帯の家計が圧迫されないか。
生活環境部長　固定資産税は、持っている方に適正に課税するものである。
　　　税務課　終了　
収納課
収納課長　　　収納課の主な事業について説明
さとう委員　　市税還付金、市税還付加算金の増額の理由は何か。

収納課長　　　市税還付金、市税還付加算金は、過去５年間の平均値である。還付金のほとんどが、法人市民税が中心である。法人市民税は、予定納税し、決算後、差がでれば還付するもので、業績により変動するので、５年間の平均としている。
さとう委員　　個人市民税滞納繰越分１千万円の上乗せとはなにか。
収納課長　　　愛知県豊田尾張東部地方税滞納整理機構が設立し、かなり成果があがっつている。実績とした。
岡崎委員　　　回収困難者数はどれくらいか。

収納課長　　　平成２２年度決算の不納欠損額で見ると、約１，５４０万円である。

加藤武委員　　コンビニ収納手数料は１件いくらで、総額いくらか。　
収納課長　　　コンビニ収納手数料は１件５６円プラス消費税である。本年度、当初からコンビニ納付が可能な個人市民税と固定資産税を合わせて、１万６，０００件を追加予定である。コンビニ収納は、１枚の金額３０万円以上の納付書は使用できないので、３０万円以下が対象である。しかし、３０万以上の場合も、連絡があれば対応できる。これまでの軽自動車税等については４０％～５０％がコンビニ収納である。新しく当初からコンビニ収納を開始する個人市民税と固定資産税も２０％～３０％がコンビニ収納と見込まれる。
原田委員　　　愛知県豊田尾張東部地方税滞納整理機構が滞納解決するのは、５０万円以上のもので、年間約１００件見込みということだが、収納課で解決する分はどのくらいか。
収納課長　　　１月末で滞納繰越分収納は８，８３０万円で、その内、愛知県豊田尾張東部地方税滞納整理機構が５，３５０万円である。
原田委員　　　好きで滞納しているのではなく、払えない理由がある。滞納者の立場に立って徴収しているか。
収納課長　　　払えない滞納者には、きめ細かい配慮をし、払えるのに払わない滞納者には、厳しく対応していきたい。

水野とみ子委員　滞納者の全体数は何人か。

収納課長　　　市民税個人の現年度分が１，０００件位、滞納分が２，５００件位、固定資産税の現年度分が６００件位、滞納分が１，３００件位で、滞納者は他の税目でも重複している。全税目の滞納者はおよそ３，０００から３，５００件程度である。
　　　　収納課　終了
この際、暫時休憩とする。
午前１０時５５分　　休憩

午前１１時０５分　　再開
市民課
市民課長　　　市民課の主な事業について説明。

浅井委員　　　戸籍謄本、抄本等の発行数の推移はどのようか。

市民課長　　　住民票５，４０１件、印鑑登録証明書５，２２１件、戸籍謄抄本１，０５９件、その他１５２件、合計１万１，８３３件である。前年度に比べ１，１３１件の増加である。なお、その他に、字名変更に関しては１，８０４件、書籍６冊、文化の家チケット２５８枚、長久手温泉回数券６冊である。

原田委員　　　パート賃金は、時給はいくらか。

市民課長　　　８２０円である。
原田委員　　　災害時に備え、バックアップデータはどこで、どのように保管されているのか。

市民課長　　　システムのバックアップは毎日データ保存し、電算室で保管している。戸籍は、年１回法務局に送付している。電算室は、耐火、防水ではないことから、保管場所については検討課題と認識している。
浅井委員　　　Ｎピアの費用対効果は計りづらいが、ライフスタイルが多様化する中、サービスコーナーのＰＲが必要と思うがどうか。

市民課長　　　Ｎピアについては、転入時、ホームページ及び広報でＰＲしている。利用者も少しずつ増加しており、市の施策等情報発信している。

浅井委員　　　Ｎピア事業費に９００万円をかけており立地が良いことから、大型テレビを設置し、市の施策を流してはどうか。

市民課長　　　１１坪の小規模のところであり、提言として受けとる。
原田委員　　　戸籍窓口の外国人対応について、ポルトガル語等の外国語を話せる職員は配置されているか。

市民課長　　　ポルトガル語は話せないが、英検２級程度の職員はいる。今のところは不自由していない。
水野とみ子委員　住基カードの状況はどうか。
市民課長　　　住基カードは、２２年度は３００枚、２３年度２月末で２３８枚、トータルで１，８４１枚、人口の３．５％程度である。
水野とみ子委員　住基カードと図書館カードを一緒にする考えはないか。

副市長　　　　この課題は、市民課ではなく、企画政策課の課題として上がっている。
加藤和男委員　ワンストップ証明とはどのようなものか。

市民課長　　　税の課税証明書や小中学校の異動通知等を市民課で発行しているというものである。
　　　　市民課　終了

安心安全課　　
安心安全課長　　　安心安全課の主な事業について説明
原田委員　　　　　主要・新規施策の概要21ページ、巡回バス業務負担金だが、オンデ
マンド方式等の新しい形態の検討をしているのか。
安心安全課長　　　公共交通会議で市内の交通体系を検討しているが、オンデマンド方
式は検討していない。
原田委員　　　　　巡回バスの運行形式だが、長久手市のように名鉄に全面委託してや
る場合と、東郷町や尾張旭市のようにタクシー業者に運行委託する
場合がある。経費問題で無駄を省く調整や東郷町や尾張旭市との比
較検討はしているのか。
安心安全課長　　　各市町運行形態が異なっているので、費用の比較検討は難しい。た
だ、平成23年４月からバスを１台増車し、人件費や燃料費、保険代
について詳細に名鉄から資料を出してもらい、前年度との比較検討
を行った。名鉄バスの車庫が市内にあるので運行しやすく安価と判
断している。
岡崎委員　　　　　予算書91ページ、駐輪場管理費の廃棄手数料だが、放置自転車を無
料で回収する業者があるがそのような業者を使わないのか。また、
駐輪場管理委託だが、利用状況はどうか。
安心安全課長　　　廃棄自転車の廃棄状況は、昨年も無料回収等様々な処理方法がある
との提言を受け、今年度検討した。自転車は産業廃棄物として取　　　り扱っている。民間業者で無料回収する業者もある。ただ、そういった業者はマニフェストが出ないので、行政責任として最後まで廃棄管理ができる方法が一番ふさわしいということで現在の方式を取っている。駐輪場だが、市内には13箇所の駐輪場がある。駐輪台数は2,000台余りで、利用率は約50％である。
岡崎委員　　　　　予算書93ページ、防犯諸経費だが、昨年一般事務嘱託員報酬１人
216万8,000円だったが、無くなった理由は何か。
安心安全課長　　　平成23年４月に当初嘱託員の雇用計画をしていたが、再任用職員が
替わりに配属されたので、その分は減らしている。
浅井委員　　　　　予算書91ページ、駐輪場管理委託の廃棄自転車だが、観光政策と併
せて優良資源として活用できないか。
安心安全課長　　　廃棄自転車は一定期間保管する必要がある。半年以上雨ざらしで保
管しており、錆ついて利用ができない状態となっている。
浅井委員　　　　　防水シートを被せれば活用が可能ではないか。
佐野委員　　　　　状態の良い物は良い所へ保管すれば使用できる。選別保管して再利
用してもらいたい。
安心安全課長　　　検討する。
浅井委員　　　　　Ｎ－バスだが、福祉の家で乗り換えしなくても市役所に来れるよう
にならないか。
同課長補佐　　　　昨年の４月１日にルートの見直しを行う中で、今のような提言があ
った。路線名は変わるが、そのまま降りなくても福祉の家にそのま
ま行けるように一部の路線は配慮している。
原田委員　　　　　３．１１以後、防災対策とどのように見直したのか。また、予算書
で避難所関係が800万円と事業費が増えているが　　内容はどうか。
猿投北断層に関わる地震発生の確率も上がってきている。市も防災
機材をより充実する必要があると考えるがどうするのか。
安心安全課長　　　３．１１以降の平成23年度の取り組みは、避難所の環境整備という
ことで間仕切りや発電機、重たい荷物を運べるキャリアカー等を購
入した。また、防災計画を東日本大震災の検証を踏まえた内容で修
正した。また、平成24年度の取り組みは、市内の各種防災ボランテ
ィアリーダー養成研修を行っていきたい。防災マップも平成19年度
に修正した。避難所等も一部変わって増えているので、見直しを行
っていく。また、昨年９月に台風15号の暴雨があり、東海豪雨から
十数年が経過しており、作業車の不足等反省事項がたくさんある。
特に職員の防災に対する資質を補うために平成24年度は研修を行
っていきたい。猿投山北断層について地域防災計画で載せてある。
被害想定は行っている。市独自で見直しの検討していきたい。
浅井委員　　　　　昨年の豪雨で排水機能が麻痺した。対策として作業車の増車と研修
ということだが、災害時の出動体制の見直しが重要であり、排水ポンプの配置等も重要である。作業車増車と研修だけで対応できるのか。東日本震災により他の断層との連動が想定される。猿投北断層も連動した場合のシビアな想定が必要である。市内の危険個所は高根山、色金山の東側であるので具体的な検討をしてもらいたいがどうか。
安心安全課長　　　職員の配備体制だが、来年度、災害対策本部機能を充実させる必要
がある。机上訓練も行っていきたい。また、断層の件だが、一番影
響のあるものを計画の中に入れていく。猿投山北断層の検証も引き
続き行っていきたい。
浅井委員　　　　　単独ではなくて地震は連動するものである。最大を想定して専門家
やボーリング調査の影響等を勘案して対策を立てることが重要では
ないか。
安心安全課長　　　内陸型断層による地震だが、海洋型断層の地震であれば連動という
実績もあるが、内陸型断層の地震については、県内だと三河地震や
濃尾地震、過去には猿投山北断層にも地震があったが連動はない。
ただ、一度専門家のアドバイスを受けて検討してみる。
原田委員　　　　　予算書95ページ、防災訓練費だが、来年度ＭＪＭや地域で行う方向
性だが、防災訓練はどのように行うのか。
安心安全課長　　　住民主体で企画の段階から地域住民やボランティア団体と協議をし
ながら進めたい。
岡崎委員　　　　　予算書95ページ、災害対策用機材400万円だが、自家発電機は１
台いくらでどこに何台入れる予定か。
安心安全課長　　　自家発電機は今年度購入した。来年度の自家発電機の購入は（仮称）
第三中学校のみの１台で、金額は10万円程度である。また、パーテ
ーションも購入する。
佐野委員　　　　　（仮称）第三中学校の避難所体制を強化するということだが、その
配備はこの予算で完了するのか。
安心安全課長　　　備品や消耗品関係については、今後も購入する。単年度では完備で
きないので、年次計画で購入する。
水野とみ子委員　　間仕切りも用意するとのことだが、プライバシーが守られるものな
のか。
安心安全課長　　　今まで北小学校でも使用した、高さ１ｍ程のワンタッチ式の間仕切
りを考えている。

水野とみ子委員　　着替えをしたり、授乳したりプライバシーを守るため、１ｍ80㎝程
度は必要であるがどうか。
安心安全課長　　　以前の備蓄で高い間仕切りを購入した。その当時は多くの種類の製
品が無く、段ボール製でかさばる形態だった。限られたスペースの
中でできるだけたくさんの備蓄をしたいがために、そのような方向
性で購入した。今後、女性の視点も含めて意見をもらい見直したい。
浅井委員　　　　　予算書95ページ、東小防災井戸ポンプ修繕工事等だが、ポンプ修繕
内容はどのようか。
安心安全課長　　　東小学校にある防災ポンプだが、建設以来10年以上経過し、ソブに
より目詰まりしている。水中ポンプの劣化で使用停止の状態である
ので、取り換えを行う。
浅井委員　　　　　供給される水質は問題無いのか。
安心安全課長　　　生活用水で使用する分には問題無いが、飲料水としては向いていな
い。
浅井委員　　　　　防災井戸ポンプは何箇所あるのか。また、深い場合は深型の水中ポ
ンプが必要であるが、水質を問わなければ浅い井戸で浅型のポンプ
でも可能ではないか。
安心安全課長　　　
設置数は、長久手小学校以外の各小学校５箇所に設置している。深
度が80ｍ～100ｍなので深型の水中ポンプを使用している。浅型の
ポンプは市役所北庁舎横に１箇所ある。
浅井委員　　　　　停電時はどのように水を汲むのか。
安心安全課長　　　全ての箇所に動力発電機は無い。ただ、一基、動力発電機を装備し
ているので、停電時の際には、それを使用する。
さとう委員　　　　予算書91ページ、巡回バス事業費の印刷製本費38万9,000円だが、
前年度は無かったが何を印刷製本するのか。また、巡回バス運行業
務負担金9,305万6,000円だが、前年度から300万円減っているが、
その理由と、見込まれる収入を差し引いてこの金額だと思うがいく
ら見込んでいるのか。
安心安全課長　　　印刷製本費だがＮ－バスの時刻表である。通常の大きさとポケット
サイズの２種類を印刷する。また、巡回バス運行業務負担金が300

万円減った理由は、国からの補助金制度が変わり従来は市側に入っ
ていたものが、運行事業者へ直接補助金が入るように制度が変わっ
たためである。したがって、その補助金を差し引いた金額と、運行
の売上げ分を差し引いて市が支払うものである。運行の売上げ見込
み額は300万円程度である。
浅井委員　　　　　予算書93ページ、防犯諸経費だが、防犯交通嘱託員が５人いるが、
災害事故時の対応について想定訓練等はされているのか。
安心安全課長　　　警察官ＯＢを雇用している。十分な経験があり想定ができるので、
訓練は実施していない。事態が発生した場合、職員より対応が早い
と認識している。
佐野委員　　　　　主要・新規施策の概要21ページ、地震対策啓発講演会実施事業だが、
説明に「絆プロジェクト」の名前が入っているが、何か特別なこと
があるのか。
安心安全課長　　　従来は、行政のみで企画をして実施していた。今後はＭＪＭや市民
と相談して企画をしていきたい。
佐野委員　　　　　予算書131ページ、交通災害共済組合諸経費だが、補助額はいくら
で何人か。
安心安全課長　　　小学生が3,700人、70歳以上の高齢者が5,200人を500円／人で、
全額補助を計上している。
加藤和男委員　　　予算書89ページ、交通安全諸経費の交通指導員報酬（10人）だが、
現在６小学校あるが配置状況はどうか。また、増員は考えなかった
のか。
安心安全課長　　　現在の配置状況は、東小学校と長久手小学校は１人、他の小学校は
２人である。また、各小学校から増員要望は出ているので、必要性
について平成24年度検討し、計画を策定したい。
浅井委員　　　　　主要・新規施策の概要21ページ、地震対策啓発講演会実施事業だが、
防災リーダーを養成するための講習会を開催するとあるが、対象者
はどのようか。
安心安全課長　　　具体的な対象者、内容について決定していない。至急内容を検討す
る。
浅井委員　　　　　消防団員ＯＢは出動経験が豊富なので、ＭＪＭの防災リーダーに見
込むといいので要望する。
議長　　　　　　　自主防災だが、自主防災組織の講習がある場合、安心安全課の職員
が行っているとのことだが、予算化しているのか。
安心安全課長　　　特別に予算計上はしていない。
議長　　　　　　　今まで通り職員だけで対応できるのか。
安心安全課長　　　今回の防災リーダー等を育成しつつそういった方の活用も考えてい
きたい。
議長　　　　　　　自主防災組織の訓練の予定が一杯ではないか。
安心安全課長　　　日曜日に集中する。
議長　　　　　　　３．１１で自主防災意識が高まってきて講習の依頼が多くあるので、
今すぐ対応できるように１人でも消防ＯＢを頼んでやるべきではな
いか。
安心案課長　　　　希望に沿うような体制作りをしていきたい。

　　　　　　安心安全課　終了
　　　　　　　

午後０時１５分　　休憩
午後１時３０分　　再開
委員長　　　　休憩前に引き続き会議を行う。
環境課
環境課長　　　環境課の事業について説明。

岡崎委員　　　自然環境調査業務委託について、２４年度の１年間だけで、調査できるのか。数年間、継続調査しないのか。
生活環境部長　まずは、１年間を通し調査をする。　
浅井委員　　　自然環境調査は、継続して行わなければ意味がないと思うがどうか。
生活環境部長　まずは、市全域の現状把握を行う。どんなものがあるか把握し、専門家の意見を伺う。　　　　　　　
浅井委員　　　南部は開発が進んだが、どの地域を調査するのか。
生活環境部長　重点は東部地区になるが、長久手市内全領域の動植物調査を行う。
佐野委員　　　万博、ＣＯＰ１０の時に行ったデータを含めて実施すべきでないか。
環境課長　　　行う予定である。
浅井委員　　　動植物調査が目的ではないので、保護など先の目的につなげて実施してほしい。
環境課長　　　推進したい。
佐野委員　　　自然環境調査事業の緊急雇用ついて、プロポーザルで落札した会社が緊急雇用の名のもとにハローワークで募集するということか。
生活環境部長　そのとおりである。専門家のノウハウで行うが、地域全体の調査ということでマンパワーが必要であり、緊急雇用をする。
原田委員　　　自然環境調査は素人では役に立たない。環境調査会社の専門家が現場に入らないと正確な調査ができない。
環境課長　　　問題がないように行う。
浅井委員　　　一般廃棄物処理基本計画策定事業について、どんな課題があるか。

環境課長　　　資源化、ごみの発生の抑制、意識の改革、事業系ごみの抑制といった柱を設けて、策定したい。

浅井委員　　　剪定ごみの資源化の現状の取り組みはどうか。

環境課長　　　造園業者１社が、チップ化している。
さとう委員　　ペットボトル処理手数料、ペットボトル店頭回収業務委託とは何か。
環境課長　　　ペットボトル処理手数料は中間処理業者に支払うもので、ペットボトル店頭回収業務委託は回収業者に持っていく費用、搬送料である。
さとう委員　　これほど多くの費用をかけ、効果はどのようか。歳入はあるのか。

副市長　　　　ペットボトルは１００％リサイクルできることもあり、今の法律では、自治体の仕事となっている。
環境課長　　　ペットボトル再商品化分配金として、２２年度実績で４００万円の収入がある。
さとう委員　　ペットボトルは洗浄され出されているか。出し方についてどう周知されているか。
環境課長　　　キャップを取り、ビニールを取り、中を洗浄して出すよう、住民に配布しているごみ資源カレンダーに掲載したり、イベント時にチラシを配布したり、転入者には窓口で説明して、周知している。
浅井委員　　　ペットボトル回収方法の周知の効果はどのようか。回収量はどのようか。
環境課長補佐　回収されるペットボトルがきれいに処理され状態が良いことから、分配金収入がある。ペットボトル回収量は、平成２０年が９３トン、平成２１年が９２トン、平成２２年は９５トンである。

浅井委員　　　印刷製本費とあるが、ごみ袋の印刷デザインを変える考えはないか。

生活環境部長　市民まつり、リサイクルマーケットなどでアンケートとったり、衛生委員さんの会議に提案するなどを検討したい。
原田委員　　　放射能測定器を東郷町は購入したが、本町も購入しないか。
生活環境部長　環境課に１台、町村会の時代に配布されたものがある。県からの貸し出しもあるので、それを使用してみる。
加藤和男委員　尾張東部衛生組合負担金があるが、尾張東部衛生組合で東日本大震災のごみを受ける計画はないのか。

環境課長　　　今のところ搬入、受け入れは考えていない。

原田委員　　　合併浄化槽普及促進費とあるが、これまであった合併浄化槽設置整備補助金がなくなった理由はなにか。
環境課長　　　対象件数が少ないので、予算化していない。
加藤和男委員　太陽子発電システム設置補助事業４００万円とあるが、これまでの利用状況はどうか。また、費用的に予算の範囲か。　　

環境課長　　　平成２０年は１７件、平成２１年は４６件、平成２２年は３５件、平成２３年は４０件である。予算の範囲内である。
浅井委員　　　太陽子発電システム設置補助事業４００万円について、今後すぐ、埋まると思うが上積みはしないか。今年度は何月で切れたか。
環境課長　　　今年度は、５月末で終了した。

さとう委員　　プラスチック製容器包装処理手数料１，６５３万８，０００円の効果はどのようか。どのように利用されているか。

環境課長　　　資源化、再利用である。車止めのパレットに再利用されている。

　　　　環境課　終了
午後２時３０分　　休憩
午後２時３５分　　再開
人事秘書課　　
人事秘書課長　人事秘書課の主な事業について説明。

岡崎委員　　　予算書77ページ、職員健康診断委託等800万円だが、ペット検診も入

っているのか。

人事秘書課長　ペット検診は入っていない。

岡崎委員　　　通常の脳ドックは入っているのか。

人事秘書課長　通常の人間ドックと、個人負担のある脳ドックを受けるコースがある。

原田委員　　　職員の有給休暇取得と時間外勤務の把握をしているか。

人事秘書課長　時間外勤務は制度が変わり、60時間を超えると100分の150に時間外勤

務手当の単価が上がる。60時間を超えた場合は代替休暇を積極的に取っ

てもらうように指導している。時間外勤務が多い課は、来年度は人員配

置で対応したい。

原田委員　　　市長の方針に沿って、職員研修の中に、直接現場に出向き市民と触れ合

　　　　　　　うという内容は考えているか。

人事秘書課長　新人職員研修で接遇の他、市内主要施設を紹介する。また、新年度から

小牧長久手の戦いの歴史を学ぶ研修を盛り込む。研修内容もローテーシ

ョンで毎年変わるので、機会があればタウンウォッチングの研修も行い

たい。
原田委員　　　任期付職員、嘱託職員が生活ができるように時間給与を引き上げる検討

　　　　　　　はしているのか。
人事秘書課長　近隣市町の状況を確認して時間給与を引き上げてきた経緯がある。なお、

　　　　　　　任期付職員には一時金は出しているが、嘱託職員には一時金は出してい

　　　　　　　ない。
原田委員　　　職員の給与は下がっている。やりがいに結びつくので職員給与の引き上

げを検討してほしい。
さとう委員　　予算書79ページ、市長交際費だが100万円の根拠は何か。

人事秘書課長　慶弔費等の支出が主で例年並である。
浅井委員　　　予算書77ページ職員厚生費だが、適材適所に職員が配置されることによ

り、職員厚生費に負担がかからないような実績をあげてきたか。
人事秘書課長　職員厚生費の中で検診等がある。病気の早期発見にも繋がるので、効果

　　　　　　　はあがっている。

　　　　　　　人事秘書課　終了
行政課　　　
行政課長　　行政課の主な事業について説明。

岡崎委員　　予算書110ページ選挙費だが、衆議院議員選挙は想定されていないがどう

　　　　　　か。

行政課長　　確定していないので、予算計上していない。確定したら予算計上する。

加藤武委員　主要・新規施策の概要11ページ、電子入札事業300万円だが、「設計価格

　　　　　　500万円以上を対象」とあるが、全ての事業で設計価格500万円以上は電

　　　　　　子入札にするのか。

行政課長　　物品及び役務の提供については設計金額500万円以上である。工事は設計

　　　　　　金額130万円以上で、物によって設定が変わる。

加藤武委員　今までの指名競争入札を止めるのではないのか。

行政課長　　指名競争入札は引き続き行う。あいち電子自治体推進協議会に加入し、あ

　　　　　　いち電子調達共同システムを活用し電子入札を行う。
加藤武委員　地元業者育成を考慮し入札を行うのか。

行政課長　　今年１月４日に出された市の方針内に、市内業者の健全な育成発展のため

　　　　　　に指名選定に配慮することが記載されている。

原田委員　　予算書115ページ監査委員諸経費だが、４月１日から監査委員事務局を立

　　　　　　ち上げる。事務局はどのような位置づけか。

行政課長　　今までは課内室だったが、完全に独立する。

原田委員　　予算書114ページ監査委員費128万円でやれるのか。

行政課長　　場所は検討中だが、監査委員事務局を構える。それほど予算計上して準備

するものはない。
原田委員　　監査委員事務局はどのような事務をするのか。

行政課長　　地方自治法第199条等に定められているが、より質を向上させていきたい。

原田委員　　何人でやるのか。

行政課長　　定数は最大４人である。具体的人数は検討中である。

　　　　　　行政課　終了
財政課　
　

財政課長　　財政課の主な事業について説明。

加藤和男委員　主要・新規施策の概要13ページ、市役所庁舎自動扉改修事業だが、どこ

　　　　　　をどのように自動扉にするのか。

財政課長　　本庁舎は１階西側の税務課の前、西庁舎は１階東側の談話室前をスライド

　　　　　　型自動扉にする。

佐野委員　　西庁舎１階教育総務課の前の扉の改修は行わないのか。

財政課長　　現在のところ考えていない。

原田委員　　主要・新規施策の概要13ページ、主要財政指標だが、今後大規模事業を行

　　　　　　うにあたり、できるだけ借金はせずに基金を取り崩して進めるとの市長　　　　　　

の発言があったがどうか。

財政課長　　大規模事業の実施については補助金等の特定財源、計画的な基金の取り崩

し、必要最小限の地方債の借入等セットで考えている。

原田委員　　基金の使い方を間違って取り崩すことはないか。

財政課長　　基金の取り崩しは条例の目的主旨にのっとって行っている。
原田委員　　毎年財政計画を出す。税収が減っていることを盛り込んでいるか。

財政課長　　財政計画作成時に税改正がわかっているものについてはできる限り盛り込

んでいる。
原田委員　　所得減に伴う住民税減等は考えていないか。

財政課長　　景気変動等については、税務課が把握できる情報で試算をしている。

加藤和男委員　予算書77ページ、庁舎建設基金利子積立金とあるが、現庁舎は手狭であ

　　　　　　る。現在基金はいくらか。
財政課長　　庁舎建設基金は平成23年度末で９億5,000万円程度である。
加藤和男委員　庁舎建て替え計画はどうか。

財政課長　　庁舎立て替え計画は今のところない。

さとう委員　予算書298ページ、公債費だが、愛知高速交通株式会社以外のものは何か。

財政課長　　元金償還金では、文化の家学校等の各建設事業である。

加藤武委員　主要・新規施策の概要13ページ、主要財政指標だが、財政指標の説明を

　　　　　　願う。

財政課長　　経営収支比率だが、経常的に入ってくる税金等の収入が、経常的に出て行

　　　　　　く義務的経費等の費用にどれくらい使われているかというものである。当

　　　　　　市は80.9%、県内平均では90.2%である。財政力指数だが、基準財政収入

　　　　　　額を基準財政需要額で除したもので、１を超えれば不交付団体、１未満だ

と交付団体になる。実質債務比率だが、主に地方債の現在高や債務負担行

為の金額等が、標準財政規模のどれくらいを占めているかを示した数字で

ある。当市は73.3%だが、県内平均では208.4％と標準財政規模を超えて

いる。基金残高比率だが、標準財政規模を分母として基金残高がどれだけ

あるのか示したものである。当市では66.9%、県内平均では23.9％となっ

ている。
加藤武委員　たくさんお金を使えば、財政力指数は１を切るのか。

財政課長　　普通交付税だが、長久手市独自の事業をやったから交付税をもらえるので

はない。標準的な行財政運営をやっていく上で、例えば、道路面積や延長

や学校数、児童数等の客観的な数字で算出した需要額と税を始めとした収

入を計算するものである。

　財政課　終了
　　　　　　午後３時３０分　　休憩
　　　　　　午後３時４０分　　再開
企画政策課
企画政策課長　企画政策課の主な事業について説明。

原田委員　　　主要・新規施策の概要３ページ、自治基本条例策定事業だが、どこに委託するのか。

企画政策課長　会議等の議事録の作成や資料作りに対して、一部民間コンサルタントに委託したい。

浅井委員　　　自治基本条例策定事業だが、市民を入れた会議も想定しているのか。

企画政策課長　自治基本条例策定の取り組みも自治体によって様々で、２年から５年くらいかけて策定されている。初年度は機運を盛り上げるためにフォーラム等の市民参画の会議を開催していきたい。

浅井委員　　　市長の積極的な発案なのか。

企画政策課長　平成23年第３回定例会で、議員から質問があり、検討していくと回答したことに伴い進めていくものである。

さとう委員　　予算書101ページ、地域共生ステーション貸借料720万円だが、２箇所の予定なので、1箇所当たり30万円／月となるが駐車場も含めてか。

企画政策課長　既存の施設を活用するが、詳細にはまだ決まっていない。駐車場も含めて30万円／月の賃貸物件を考えていきたい。

原田委員　　　主要・新規施策の概要３ページ、住民プロジェクト「絆」事業、予算書99ページ、アドバイザー報償費151万9,000円、住民ボランティア報償費200万円だが、１人当たりいくらか。

企画政策課長　アドバイザー報償費だが、プロジェクト推進の上でキーマンになってもらえる人ということで計上しており、人は決まっていない。付属機関の委員手当てと同額を予定している。住民ボランティア報償費だが、当日のガソリン代程度は考えていきたい。

佐野委員　　　アドバイザー報償費の根拠と人数はどうか。

企画政策課長　１回当たり7,300円で４人の52週を考えている。

佐野委員　　　予算書99ページ、住民プロジェクト事業交付金700万円の積算は小学校区ごとか。
企画政策課長　長湫地区の５つの自治会連合会、岩作、上郷の７つを考えている。

佐野委員　　　1地域100万円は住民と協議したのか。

企画政策課長　ゆくゆくはもう少し拡大したいが、初年度ということでまず100万円とした。

佐野委員　　　100万円のイメージはどうか。

企画政策課長　既にまちづくり協働課で10万円単位で補助金を持っている。それを廃止してこちらに入れる。各小学校区ごとに地域づくりの活動に使ってもらうが具体的な計画は決まっていない。

浅井委員　　　予算書99ページ、住民プロジェクト事業交付金700万円の認定だが、区や自治会連合会が判断するのか、市役所が判断するのか。

企画政策課長　交付金は市が認定する。区や自治会連合会ができるだけ自由に使ってもらうようにするが、市が交付決定するので補助金を交付するためのルール作りが必要である。弾力的に使ってもらいため、次年度になったら検討する。
加藤和男委員　予算書101ページ、地域共生ステーション整備費だが、説明ではみんなで造っていくとのことだったがどうか。
企画政策課長　様々な法律が関係してくるので勝手に造ることはできない。専門家が見るところは見て、参加市民の発想で自由にやっていきたい。

加藤和男委員　元設計者や元大工を使用することは考えてないか。

企画政策課長　そういった方に参加してもらえば、より効率的に進められる。

岡崎委員　　　予算書101ページ、地域共生ステーション備品160万円だが、１箇所80万円である。どのようなものか。

企画政策課長　机、椅子の他に、コピー機、パソコン、調理器具を考えている。

佐野委員　　　地域共生ステーションは、スキームをしっかり作らないと変なものになってしまう。担当課がきちんと管理しないといけないがどうか。

企画政策課長　新年度、たつせがある課が組織され担当することとなる。住民参画の下、市の事業としてきちんとやる。

原田委員　　　主要・新規施策の概要３ページ、愛知高速交通株式会社出資金２億1,500万円だが、平成25年度まで決まっている。平成24年度から新たに協議を始めるとのことだが計画はどうか。

企画政策課長　県から具体的な話はない。マナカ導入の研究会等も立ち上げているのでそういったものも含めて来年度から進められる。
原田委員　　　愛知高速交通株式会社の内部の健全化を検討する場所も作ってもらいたいがどうか。
企画政策課長　愛知高速交通株式会社の内部については、社屋が長久手市内にあるので連絡を密にしていきたい。

さとう委員　　主要・新規施策の概要３ページ、住民意識調査事業300万円だが、対象者はどのようでいつ頃行うのか。具体的な目的は何か。

企画政策課長　住民意識調査は18歳以上3,000人を対象予定している。総合計画に対する住民の満足度を把握する。今後様々な計画に対して、住民の意向も反映していく。時期は決めていないが、中身について議論し、集計を取る必要があるため、夏から秋頃には実施したい。

まちづくり推進部次長　今回の住民意識調査は総合計画の４年目ということで、平成19年度以来の経年変化を見る目的がある。また今年度は、自治基本条例、まちづくり協働課の男女共同参画の基本計画、生涯学習課の生涯学習基本構想が改定の年になる。そちらのアンケート調査も全て住民意識調査の中に取り込むこととなった。アンケート実施時期に関しても他の計画策定に影響を及ぼさないように調整したい。
佐野委員　　　アンケート調査項目の検討はどこでやるのか。

企画政策課長　経年変化ということで、過去の住民意識調査と比べる必要がある。それ以外は担当課と協議しないといけない。調査項目は企画政策課で作成する。

佐野委員　　　委員会を設けるのか。
企画政策課長　各課に照会はかけるが委員会は予定していない。
佐野委員　　　なるべく広く意見を求めるやり方を検討してもらいたい。

企画政策課長　全ての施策に関わる調査なので、部長会等を通じて情報を出していきたい。

浅井委員　　　主要・新規施策の概要３ページ、愛知高速交通株式会社出資金２億1,500万円だが、リニモに求められているのは、合理化と利用客増である。合理化については様々な管理体制の問題がある。また、利用客増については藤が丘駅の乗り換え部分の不便を言われることが多い。それぞれの改善計画はあるのか。

企画政策課長　藤が丘駅の乗り換え部分の負担解消は難しい。ただ、沿線開発は中央地区と公園西駅で進めていくし、日進でも開発について勉強会が進められている。沿線市町が作成した、リニモ沿線地域づくり構想に基づいて沿線開発は進められている。また、会社の合理化だが、委託業務を社員でやる等、プロパー化は計画的に行われている。

まちづくり推進部次長　合理化についてだが、報告の中では、取締役会でも規約改正をしてプロパー化を進めている。また、災害時においても職員が駆けつけられるような勤務体制を取ること、女性従業員に対するワークライフバランスを評価すること等はされている。こういった情報については市民にもできるだけ開示していきたい。また、利便に関してはネクスポやリニモネット等の任意団体がリニモ駅の使い方について独自に調査しており、市は報告書をもらっている。設備投資をして改修する部分と設備投資がなくてもできることはあるので積極的に進めていきたい。

浅井委員　　　リニモウォーキングだけでなく、リニモの職員自らが危機感を持って駅の外に出て行き、大衆化をはかることが必要である。アドバイスをしてもらいたい。
企画政策課長　報告します。
　　　　　　　企画政策課　終了
なんでも市政サロン室

なんでも市政サロン室長　なんでも町政サロン室の主な事業について説明。

浅井委員　　　予算書97ページ、交流プラザ管理費679万6,000円だが、以前まで文化協会も使っていたが、駐車台数５台までといわれ、高齢者が多いので利用施設を他施設に変えざるをえなかった。このようなことだと交流プラザの施設利用頻度が下がってしまう。満車時の指導を適切にできないか。

なんでも市政サロン室長　後から来た人が駐車場が１台もないということは不都合があるので、今の５台までということになった。市役所も近いので市役所に駐車して協力し合って使ってもらいたい。
浅井委員　　　満車の指導が大事である。不特定者が利用するのに５台というのは不適切である。
なんでも市政サロン室長　この制度を始めて２年くらいである。皆さんの協力を得るしかない。今後もそのようにやっていく。
浅井委員　　　利用率を上げるのが大事である。駐車台数５台というのであれば条例でしばってもらい、他施設にも適用してもらいたい。

まちづくり推進部次長　現実的なことは利用者に話を聞きながら検討する。

佐野委員　　　予算書83ページ、ケーブルテレビで市制ＰＲビデオ制作費100万円程度だが、どのような内容か。

なんでも市政サロン室長　時間は15分程度でＤＶＤ方式で作っていきたい。長久手の色々な施設、行事等を盛り込んでいく。

佐野委員　　　対象はどうか。

なんでも市政サロン室長　市役所に議員が研修に来たときや古戦場でも流している。ことあるごとに使えるようにする。

浅井委員　　　予算書83ページ、タウンガイド印刷製本費1,700万円だが、タウンガイドは従来のものに解説を加えたり、呼称を市に変えたりするのか。

なんでも市政サロン室長　施設の紹介等があるので来庁者に配布している。毎年5,000部作成している。
浅井委員　　　市内の大学の学生や先生と共同して作成する考えはないのか。
なんでも市政サロン室長　紙面も限られる。どこまでを掲載するかは決めていない。

浅井委員　　　柔軟に対応してほしい。

まちづくり推進部次長　Ｎ－バス等色々な情報が入っており、タウンガイドマップは人気が高い。ただ、現在若者は地図利用をウェブ対応でＧＩＳを使って行っている。したがって、地図を今までのように１枚に集約させるのか、若しくは若い感性でやるのかは、広域的に考えてやっていきたい。
さとう委員　　予算書85ページ、盆踊り報償金24万円だが、何の盆踊りで誰に支払うのか。

なんでも市政サロン室長　各自治会等が行う盆踊りに１箇所３万円を交付している。

原田委員　　　主要・新規施策の概要５ページ、広報市民記者事業100万円だが、４人程度採用するとのことだが、どのようなことを取材するのか。

なんでも市政サロン室長　広報３月号で公募している。市民の目線で市役所行事、施策等を取材し、市民で協力して１ページ程度を作成してもらう。４人で年4回を予定している。

原田委員　　　主要・新規施策の概要５ページ、農村環境改善センター改修事業200万円だが、グラウンドの利用率が高いが車が入ることでグラウンド状態が悪い。車の乗り入れ禁止等の看板を掲げて規制をする必要がある。グラウンドの管理形態を考えてもらいたいがどうか。

なんでも市政サロン室長　農村環境改善センターのグラウンドを東小学校が雨の日に駐車場として使用したため、翌日ゲートボールができなかったということがある。そのことは、学校と話しをして対応済みである。

なんでも町政サロン室　終了
まちづくり協働課
まちづくり協働課長（以下「協働課長」）まちづくり協働課の主な事業について説明。

原田委員　　　予算書87ページ、まちづくりセンター事務賃金130万5,000円だが、賃金が安すぎる。どのような活動をしているのか。

協働課長　　　平日、午前９時から午後３時まで勤務してもらい、土日はシルバー人材センターに来てもらっている。賃金は860円／時間である。

原田委員　　　まちづくりセンターの利用だが、登録をしないと会議室が使用できないが、それが原則か。

協働課長　　　登録は絶対必要条件ではない。まぎらわしい利用もあるので、各登録団体にアンケートを取っており、利用実態等を把握し精査している。まちづくりに関係する活動で使用してもらうための登録である。

岡崎委員　　　国際交流協会、市民祭り、警固祭り等、各課にまたがっている。１つの課に統一できないか。市民から見れば、どこの課が行っているかわからない。
協働課長　　　観光セクションであるまちづくり協働課が、幅広く情報を、市ホームページや観光交流協会推進会議ホームページに掲載するようにしている。

浅井委員　　　予算書85ページ、協働まちづくり活動助成金100万円だが、プロジェクト事業交付金との線引きはあるのか。

協働課長　　　基本的に、地域の問題、地域の祭り等は企画政策課が設定している地域交付金でやってもらう。
浅井委員　　　地域の祭りと、祭りにかけた地域住民の活動とに分かれるがどうか。

協働課長　　　実施に対して助成するという姿勢があれば問題ない。
浅井委員　　　観光交流推進会議だが、以前から業者委託が多く住民のやる気を引き出せない。長久手市の観光協会に脱皮することが望ましいが、今後の推移はどうか。

協働課長　　　市になったので観光協会は現実の問題である。商工会が主体となるので商工会長とも意見交換している。観光交流推進会議は企業会員以外に個人会員もいるので、すべての会員が商工会員ではないので、そのような意見を聞きながらやっていきたい。ただ、平成23年度の冬祭りは、実行委員会の会議で行政側が主でやっているという意見が多数あった。今年は、実行委員会形式でイルミネーションの設置は商工会が行い、商工会に250万円程度を支払い、ネクスポ等の団体が加わって行っている。このようなことを積み重ねていきたい。

原田委員　　　古戦場公園だが、維持管理は教育関係でやっても、対外的に紹介するのは観光交流推進会議が主体で何を売り出すか考えてもらいたい。

協働課長　　　長久手歴史トラベラーズを雇用したのは、観光ＰＲだけでない。古戦場で毎月長トラの日をやったり、郷土史研究会の中野会長と史跡めぐりに行ったり、各小学校を回って歴史教育を教えている。また、中央地区でリニモテラスという具体的な案が出てくれば、古戦場を活用しないわけにはいかない。教育委員会、計画課の協力を得て推進しないといけない。
加藤和男委員　イルミネーションの材料の管理はどのようか。

協働課長　　　商工会にお願いし、実際はネクスポが協力して在庫管理したが、過去の購入したＬＥＤが整理されてなくて、取り付けに苦労したという苦言があった。今回は、撤収もきれいに整理して、貸し出している部分も含めて一覧表を作った。それを商工会長に引継ぎをして来年は使えるような状況にある。
佐野委員　　　予算書87ページ、観光交流推進会議補助金だが、次年度の冬祭りの金額はいくらか。

協働課長　　　冬祭りは、リニモｄｅイルミと比べて減額している。今年度は、450万円だったので、来年もそれと相当の金額である。協賛金を企業から150万円もらっている。加味して500万円くらいでやりたい。

佐野委員　　　長久手歴史トラベラーズだが、次年度は800万円でやるとのことだが、長期的なビジョンはあるのか。

協働課長　　　名古屋市、岡崎市含めすべての自治体が苦労している。緊急雇用の半分が人件費でこれを自治体が単費でささえることは、長期的にはできない。一定の幕引きと資産をどう活用するかが課題である。トラベラーズはプロがやる必要はなく市民がやればいい。また、古戦場を中心とした甲冑作りや史跡めぐりは、派生事業としてできる。そのような何かしら残るものを考えていきたい。

佐野委員　　　名古屋市や岡崎市と比べて資源的なものはない。幕引きを考えながら、今後、地域共生ステーション等の市民活動の中に盛り込んでいけるように計画してほしい。予算書87ページ、地域間交流事業費だが、南木曽町以外の交流は次年度どのように考えているか。
協働課長　　　南木曽町は平成18年度に覚書を結び、定期的に市長同士が交流している。また、万博を機に、清内路村や、幡豆町等との交流はあるが、全て合併してしまった。今までどおりにはいかないが、物産、観光、人は残るので、そういったことを中心にしてやりたい。

佐野委員　　　形は変わっても、継続していくように努力しないといけない。

浅井委員　　　長久手歴史トラベラーズだが、従来ある古戦場にちなんだイベントに偏っている。そうではなくて育てていく努力が必要である。小原や足助も最初からあったものはない。育てたものである。前熊には前熊太鼓や山車もある。観光交流推進会議でそういった旧来のものを育てることを研究してもらいたい。
協働課長　　　ふるさと雇用を３年間やり、調査をして200以上の地域資源をまとめて、観光交流フォーラムで成果発表した。資源に関しては恵まれている。市制施行して長久手は注目を浴びている。一見観光でないものが観光になる。長久手に伝わる自然や祭り等も再度調査をして市民と一緒に推進していきたい。
さとう委員　　予算書87ページ、地域間交流事業費の印刷製本費と広報折込手数料だが、すべて南木曽町の優待券のものか。

協働課長　　　南木曽町は妻籠や田立の滝等の観光施設があるので、そのような施設を割引クーポンが使えるように、広報１月号に２万5,000枚折り込んでいる。

さとう委員　　どれくらいの人が利用しているのか。また、優待券に温泉はあるが、オートキャンプ場やログハウス等の夏向けのものが多い。１月広報に入り、キャンプと書いてあっても使わない。１月広報に折り込むことが有効と考えているか。

協働課長　　　１月広報に折り込むことが有効かは検証する。優待券の利用人数は南木曽町の観光協会に聞いたがわからない。ただ、優待券を使わない人も多く行っていると考えている。

　　　　　　　まちづくり協働課　終了
会計課
会計課長　　　会計課の主な事業について説明。

浅井委員　　　予算書235ページ、257ページの庁舎共通管理費、消耗品費200万円だ

　　　　　　　が、中身はどのようなものか。

同用度係長　　共通物品として、学校で日常的に使われる文房具等である。
浅井委員　　　学校の予算に入れることはできないのか。

同用度係長　　４月に単価契約をして、共通物品として物を決めている。用度係で支払

　　　　　　　っている。

浅井委員　　　単価が安いので一括契約して一括配布するのか。

同用度係長　　そうです。市役所、小中学校の分すべて用度係で単価契約している。そ

　　　　　　　のほうが単価が安く効率的にできる。

浅井委員　　　特定業者と入札をやれば、各学校で必要なときに必要なものを購入する

　　　　　　　ことができるのではないか。

総務部次長　　学校で必要な物は学校の予算で計上している。それ以外の共通的に使う　

　　　　　　　一般的な物を会計課が予算管理して実施している。

佐野委員　　　予算書75ページ、指定金融機関派出手数料546万円だが、２行に増え

　　　　　　　るのか。
会計課長　　　現在も1行だが、３人をローテーションで午前９時から午後４時まで２　

　　　　　　　人派出してもらっている。１人の単価を県内共通で同額にしたい要望が　

　　　　　　　３年前から毎年出ていた。したがって、今回１人273万円と上げた統一

　　　　　　　額で計上した。

　　　　　　　会計課　終了
３月１２日（月）審議を再開　　午前１０時００分
福祉課

福祉課長　　　福祉課の主な事業について説明。

原田委員　　　日本一の福祉のまちを目指す施策としては何を予定しているか。

福祉課長　　　地域福祉計画を策定して基本方向を決めていきたいと考えている。24年度は障がい者相談支援、日中一時支援、緊急通報システム設置等の各事業での拡大を計上している。

加藤(和)委員　予算書117ページ、①保護司会等補助金とは何か。②行旅死亡人取扱費用とは何か。③法外援護費とは何か。

福祉課長　　　①愛知保護司会への支出。市の保護司は9人。②行き倒れ人の火葬等の諸費用。③生活保護法には基づかない部分での、ゴミの処分や部屋の整理等に使う諸費用で、近隣市を参考に1月から取扱い要綱を定めた。

加藤(和)委員　予算書119ページ、社会福祉協議会補助金について、前年比800万円増加の理由は何か。

福祉課長　　　主に人件費の増加であり、市からの派遣を止めて、社会福祉協議会が直接雇用にするためである。

原田委員　　　予算書119ページ、「食」の自立支援事業委託を始め様々な委託事業があるが、どのように充実させていく考えか。利用者の負担は変わらないか。また、介護保険からはずれる人にとって、地域共生ステーションは受け皿になるのか。

福祉課長　　　サービス拡大のための対象者の見直しや配達日の拡大を図る予定。地域を包括的に支援するという視点から、介護保険からもれた人にどう対応するかは考える必要がある。当面は各種事業の拡大で対処していきたい。利用者の負担は今までと同じである。また、地域共生ステーションの件については今後詰めていきたい。

加藤(和)委員　予算書121ページ、単位シニアクラブ運営事業補助金が減ったのはなぜか。

福祉課長　　　補助対象クラブ数は同じだが、積算上の減少である。

岡崎委員　　　徘徊高齢者家族支援事業委託はどのようなものか。

福祉課長　　　GPS型ペンダントによる検索システムであり、利用料として市が6,300円／月、本人が600円／月、負担する。市とタクシー会社が契約していて、実際の検索では徘徊者をタクシーが保護し、その実費を家族等が負担するシステムである。

水野委員　　　予算書123ページ、緊急通報システムとはどのようなシステムか。

福祉課長　　　シルバーハウジング(山の田住宅)を含めて128人が利用している。24時間体制で安全センターに通報がされ、個人情報に即してケース・バイ・ケースで看護師や保健士の相談が受けられる。必要に応じて安全センターが119番通報する。市消防にある既往症等の個人情報とあわせて対応することができる。費用は使用料3,675円／月の内、本人負担は360円／月、設置費用は市負担で15,800円。対象者は1人暮らしの高齢者と後期高齢者世帯。最低でも一月に一回は安全センターから連絡し、専門の職員が最近の状況を確認することになっている。水道メーターで長期の利用がない場合や非常時には、親族や民生委員に安全センターから連絡が入るシステムとなっている。

さとう委員　　予算書125ページ、温泉宅配業務の委託先はどこか、利用者は何人か。

福祉課長　　　シルバー人材センターに委託している。利用者は10人で１人平均２回利用している。

原田委員　　　予算書137ページ、福祉の家施設管理基金積立金は1,000万円程度の積み立てで修繕に対応できるのか。

福祉課長　　　今後、改修計画を立てる中で明らかにしていきたい。
加藤(武)委員　 生活保護受給者は85世帯、117人とのことだが、家族への支給はいくらか。

福祉課長　　　生活保護には、生活扶助、介護扶助、住宅扶助、教育扶助、医療扶助、技能習得のための生業扶助等の種類があって、国の定めた基準額に応じて組み合わせて費用を算定する。費用は家族構成によっても違い、単身者で約10万円／月、家族では30万円／月の場合もある。

原田委員　　　就労支援等の援助はどのようにしているか。
福祉課長　　　無料宿泊所にいる人にはケースワーカーが就労支援している。その他はケース・バイ・ケースで個別指導している。

浅井委員　　　主要・新規施策概要（以「概要」）25ページ、地域福祉計画はどのような構想を考えているか。地域共生ステーションとはどのように係わるのか。

福祉課長　　　子育て、障がい、高齢者等、個別の計画を統括し、連携させることを考えている。市民の自発的な行動や支えあいを中心に、公的サービスでは解決できない課題に対しても対応できるような計画としていきたい。地域福祉計画は24～25年度で策定する。地域ステーションの設置が先行するので、そこでの課題や問題点も計画に反映させていきたい。

原田委員　　　予算書145ページ、児童扶養手当について、母子家庭の平均所得は平均の１／３と低い。児童扶養手当は何世帯に支給しているか。

福祉課長　　　母子家庭の世帯数は300世帯、児童数は513人で、平成23年12月時点の申請は229件である。

佐野委員　　　概要25ページ、拡大する障がい者相談支援事業1,100万円の内訳はどのようか。精神障がい者への対応分はいくらか。
福祉課長　　　精神障がい者への対応は、予算書129ページの地域活動支援センター負担金として医療法人和合会に145万円支払う。その他の障がい者の相談支援事業も拡大して総額で1,100万円である。

浅井委員　　　概要25ページ、障がい者相談支援事業では「ネットワークを強化し」とあるが、どのように進めるのか。

福祉課長　　　障がい者相談事業は、身体、知的、精神と三つの障がいを対象に、24時間、365日対応できる体制をとる。市の福祉、子育て、教育等の各部署と連携し、事業所や訓練所とも情報交換する等、ネットワークの強化に努めていく。

さとう委員　　概要26ページ、食の自立支援事業はどこに委託し、何人利用しているか。

福祉課長　　　(有)ハートフルハウスに委託し、２月は94人が利用した。一食700円で、本人が300円、市が400円負担している。

さとう委員　　概要26ページ、温泉交流施設等運営計画策定事業について、これまでどのような活性化努力をしてきたのか。なぜ今やるのか、何を目指すのか。
保健福祉部長　これまで経費削減、圧縮に努め、施設をリニューアルした。また、あぐりん村と共同でリピーターを増やすポイント制を導入し、チラシの発行でＰＲに努めてきた。開館10年で竣工当時とは取り巻く状況も変わってきた。そこで、長久手温泉の特性を活かし、近隣の商圏状況等を専門家の目を通して分析し、今後の運営に役立てて行くために行う。

浅井委員　　　開館当時45万人の来客が最近は42万人となっている。これですぐに赤字となるのは、元々当初計画の想定に無理があったのではないか。

　　　　　　　現場や来客者の意見集約をきちんとすべきではないか。

保健福祉部長　昨年は年間決算で赤字にはなっていない。計画策定にはコンサルタントを入れ、長久手温泉も参加させて検討していく。すぐに対応できることは会社に指示し経営効率を高められるようにしていきたい。

原田委員　　　運営計画は長久手温泉に策定させるべきだ。元々温泉の経営は長久手温泉にまかせることで出発した。民間から支配人や専務を招いて経営の専門家も配置してきた。９年間の実績も内部留保もあるはずだ。

保健福祉部長　環境が変わってきた。今後の顧客の確保、経営効率、修繕の仕方、公の施設としての管理方法等、施設の今後のあり方についてトータルで根本的に見直していきたい。
　　　　　　　福祉課　終了

　　　　　　　１１時３０分　　休憩

　　　　　　　１１時３７分　　再開

子育て支援課　

子育支援課長　子育て支援課の主な事業について説明。

（以下「支援課長」）

さとう委員　　予算書27ページ、保育園運営費保護者負担金滞納繰越分について、滞納はどれだけあるのか。

支援課長　　　20年度からの累計で12件、約177万8,720円。随時、電話や督促状で請求している。予算としては頭出しとして1,000円計上している。
原田委員　　　来年度の措置人数は何人か。

支援課長　　　６園の入所見込み数は888人。
原田委員　　　これまで定員を増やしてきた。昨年は860人だった。新保育園はなぜ２年後なのか。

支援課長　　　19年度は800人定員に739人の入所であった。急激な増加は23年度以降。これ以上早く建設はできない。

佐野委員　　　予算書141ページ、要保護児童対策費について、体制の強化が必要と考えるが、課題は何と認識しているか。

支援課長　　　虐待件数は増えている。行政内の連携の強化が必要と考える。来年度は家庭児童相談室も設置されるので、役所内関係部署の意志疎通を増やし体制を強化していきたい。

佐野委員　　　情報共有と体制強化を要望する。

原田委員　　　予算書147ページ、保育士正職員70人に対して、保育士嘱託員が50人だが、なぜ正職員で採用しないのか。市民負担の保育料は増やしながら総人件費を減らすのは問題だ。保育園に正職員、臨時職員、嘱託員と３種類の職員がいるが、安定的な保育ができるのか。
支援課長　　　児童数はやがては減少していくので、効率的な保育運営に努め、持続可能な体制ということを考えている。

加藤(和)委員　予算書163ページ、保育園用地の面積と購入単価はいくらか。

保育係長　　　2,000㎡、121,000円／㎡である。

加藤(和)委員　予算書165ページ、児童館借地料はどこの借地料か。

支援課長　　　児童福祉センター、青少年児童センターに係る借地である。

さとう委員　　概要29ページ、児童クラブに何人入るか、待機児童数は何人か。

子ども係長　　４月の見込み数は、長久手児童(クラブ)に40人、上郷に７人、下山に36人、南に30人、市が洞に50人で合計163人。３月９日時点の待機人数は、南で３人、長久手で２人である。

さとう委員　　概要30ページ、家庭的保育事業はいつから実施か。

支援課長　　　９月から計画している。

　　　　　　　子育て支援課　終了

　　　　　　　１２時０９分　　休憩

　　　　　　　１３時２０分　　再開

保健医療課
保健医療課長　保健医療課の主な事業について説明。

岡崎委員　　　予算書171ページ、市内歯科医会補助金とは何か。

保健医療課長　瀬戸歯科医師会、長久手歯科医師会での活動に対する事業補助金である。

さとう委員　　市内医師会補助金とは何か。

保健医療課長　長久手の医師は東名古屋医師会長久手支部に所属していて、医師会主催の講演会や、介護保険の研修会費用等に使われている。

加藤(和)委員　 ①健康相談報償金は何か、②健康づくり最終評価アドバイザー報償費とは何か。
保健医療課長　①歯科相談の歯科医師の報償金と精神保健福祉相談事業の精神保健福祉士への報償金である。②平成15年度に策定した健康づくり計画は25年度に改定する。事前に実態把握のためにアンケート調査を行うので、その際の指示を受ける学識経験者への報償である。
原田委員　　　予算書171ページ、がん検診の受診率目標はいくらか。

保健医療課長　大腸がん検診は現在の66％を70％以上に、子宮がん検診は44.6%を50％以上に、乳がん検診は58.7%を60％以上にと目指している。

原田委員　　　予算書173ページ、子宮頸がんワクチンの接種率の想定はいくらか。
　　　　　　　中学校１年生で60％、中学校２、３年生で30％、高校１年生で10％を想定している。

岡崎委員　　　予算書177ページ、乳幼児健診医師等報償金の医師への単価はいくらか。　　　　

保健医療課長　歯科医師は１回38,000円、歯科衛生士は時間単価1,220円での積算である。

さとう委員　　予算書177ページ、一般不妊治療費助成金は制度を拡充したのか。

保健医療課長　３月での申請が多く、実績も伸びているので増額したが、制度の拡充ではない。

原田委員　　　公衆衛生としては何を進める予定か。また、今後の医療費無料化の拡充は考えているか。

保健医療課長　感染症予防として予防接種率を高める方針だ。流行防止の指数である85～90％以上を目指す。医療費は昨年11月に中学生まで無料にしたので、今後の研究課題と考える。　　　　　　　

　　　　　　　　保健医療課　終了

産業緑地課
産業緑地課長　産業緑地課の主な事業について説明。

浅井委員　　　予算書139ページ、児童遊園施設整備工事等について東島児童遊園の工事はフェンスだけか。

産業緑地課長　フェンス以外に、土に埋まっているタイヤの撤去、車止めの排水マスの工事も行う。

さとう委員　　予算書187ページ、農業委員会会長交際費とは何か。

産業緑地課長　市民まつりの農業展共進会での副賞費用、慶弔費用である。

加藤(和)委員　予算書191ページ、①農業用施設維持修繕工事とは何か、②ため池修繕工事はどこか。

産業緑地課長　①８カ所のため池の堤防の草刈り、用水路の道路側溝の修繕である。②溝の杁池の護岸の修繕である。

加藤(和)委員　予算書193ページ、立石池施設整備はどのような工事か。

産業緑地課長　愛知医科大学からの50万円の補助金を財源に、遊歩道の北側の駐車場の辺りに健康遊具を設置する。

佐野委員　　　予算書193ページ、あいち森と緑づくり事業交付金の交付基準はどのようか。

産業緑地課長　住民参加の緑づくり事業については、100人以上の住民参加で公有地において自主的に植栽やビオトープを整備した時に、上限３００万円まで県の補助が交付されるものである。

加藤(武)委員　予算書195ページ、農業振興地域整備計画策定業務委託とは何をするのか。

産業緑地課長　農業振興地域整備計画を５年ごとに改訂するもので、２年かけて行う基礎調査と改訂作業を委託する経費である。

さとう委員　　予算書199ページ、商工会補助金は何に使われているのか。

産業緑地課長　①経営改善普及事業の人件費、経営改善指導費及び事業費、②納涼まつり、市民まつり等の地域総合振興事業に使われている。

佐野委員　　　予算書199ページ、市民まつりを実行委員会形式で準備することにより、会場設営費は変わるのか。
産業緑地課長　来年度は実行委員会（旧準備会のこと）に負担金を出して、実行委員会がまつりのレイアウトや設営業者を決める形式を予定している。設営、撤収は実行委員会から業者委託する。

原田委員　　　予算書199ページ、消費生活相談員謝礼は国の示す指針があるか。

産業緑地課長　予算書43ページにある消費者行政活性化基金事業費補助金を財源としていて、相談員の研修への参加、国民生活センター主催の研修への参加、書籍の購入に対して支出し、少しでもバックアップできる体制をとっている。

原田委員　　　予算書213ページ、都市公園指定管理料について、労賃の推移はどのようか。
産業緑地課長　緑化事業協力会に管理させている。管理対象公園が増えているので、追加の労賃分は算定してある。

原田委員　　　経費の削減で労賃が抑制される傾向がある。委託費の中にきちんと見込むべきである。

産業緑地課長　３年間の指定管理をしていて、基本協定で金額を定め適正な管理をしている。

原田委員　　　別に緑道の管理委託が措置してあるが、都市公園の指定管理といっしょにできないか。

産業緑地課長　緑道の管理は民間業者に委託していて、都市公園とは別に管理委託している。

岡崎委員　　　予算書213ページ、水景施設水質検査はどこを対象にしているのか。

産業緑地課長　せせらぎの径と噴水等のある公園だ。

さとう委員　　檜が根公園の噴水の水質管理は改善したか。

産業緑地課長　来年度は日本水景協会の水質基準による水質検査と、プール遊泳基準にあわせた残留塩素項目をプラスしての水質検査を予定している。

さとう委員　　概要の33ページ、北熊地区の公園の面積はいくつか。どんな遊具を設置するのか。

産業緑地課長　600㎡の借地であり、遊具は地元と調整中である。

水野委員　　　概要の33ページ、あいち森と緑づくり事業交付金で、拡大部分は何か。

産業緑地課長　モリコロパーク内で、桜の会が苗を植える事業に250万円ほど予定している。
　　　　　　　産業緑地課　終了

　　　　　　　１４時３７分　　休憩

　　　　　　　１４時４５分　　再開

田園バレー事業課
田園バレー事業課長　田園バレー事業課の主な事業について説明。

（以下「事業課長」）

さとう委員　予算書197ページ、光熱水費はどのようなものか。

事業課長　　田園バレー交流施設の光熱水費についてはいったん市が立て替え、後で長久手温泉から市に返還されるシステムとしている。

浅井委員　　概要の35ページ、有機栽培の実証及び普及事業として具体的にはどんなことを行っているのか。普及啓発はどのようにしているか。

主任専門員　23年度は新品種の栽培方法の展示や、防虫資機材の普及を行った。その結果、無農薬栽培が増えてきている。あぐりん村の出荷者である「市ござらっせ」の会員に対しては、通信の発行や、年２回の学習会の開催を通じて有機栽培の啓発に努めている。

水野委員　　概要の35ページ、「KOMEKO TOWN ながくて」事業について、コンペ最優者に対する支援等は何をするのか。

事業課長　　①観光交流推進会議、商工会、農協、長久手温泉への協力依頼、②出店機会の情報提供、③県や市、モリコロパーク主催のイベントへの出店依頼等である。

原田委員　　あぐりん村の売上高は伸びているが、無農薬の検査はしているか。

事業課長　　毎月１回、２検体を無作為抽出で検査し、確認している。

原田委員　　予算規模は小さいが事業の拡大はないのか。
事業課長　　ソフト面を重視した施策を重視している。
　　　　　　田園バレー事業課　　終了

　　　　　　

土木課
土木課長　　土木課の主な事業について説明。

さとう委員　予算書205ページ、道路維持諸経費の補償金は何のためか。

土木課長　　電柱、水道、ガス管を移転する場合の補償である。

原田委員　　予算書205ページ、街路樹維持管理工事の樹木の剪定について、市長方針との整合性はとれているのか。

土木課長　　伐採含めた樹木の管理方法は24年度中に検討するが、当面は例年通りの管理をする予定である。

岡崎委員　　予算書205ページ、交通安全施設維持管理費での修繕とは何か。

土木課長　　連続照明灯の電球の交換、ガードレールの修繕等である。

原田委員　　交通安全施設設置事業費とは何か。

土木課長　　公安委員会が行う信号設置に伴う歩道切り下げや、街路灯、カーブミラー、ガードレール等を設置する際の費用である。

原田委員　　予算書205ページ、交通安全施設設置事業費が6,000万円から2,000万円に減った理由は何か。

土木課長　　来年度は連続照明灯の工事がないことと、市制施行に伴うサイン書き換え工事が終了したことです。

原田委員　　予算書207ページ、藤ノ木川護岸改修設計業務について、名古屋市と協議していっしょに施工できないか。

土木課長　　協議はする。右岸側の工事をすれば、結果として名古屋市側と同じ高さになる。

原田委員　　概要37ページ、第三中学校周辺道路改良事業について、道路幅員が広くなるのか。

土木課長　　取得した用地と排水路を利用して中学校への進入路を造る予定で、４ｍの幅員を予定している。

浅井委員　　概要37ページ、薮田地区排水路改修事業について、排水路の改修程度で、大雨による増水に対応できるのか。高根橋付近の対策は考えないか。

土木課長　　薮田地区は道路を含めた計画となる可能性はあるが、調査結果により判断する。高根橋左岸には市の管理する道路や排水路はないので予定しない。

　　　　　　土木課　終了

計画課
計画課長　　　計画課の主な事業について説明。

岡崎委員　　　予算書211ページ、長湫南部１号公園整備工事は何をするのか。

計画課長　　　この工事は23～24年度と２カ年の工事で、23年度の残事業が1,000万円ほどある。

加藤(和)委員　予算書211ページ、長湫南部１号公園の整備は、ワークショップを７回開催して計画したものだが、結果として計画変更となった。事前に対応できなかったのか。
計画課長　　　できるだけ雑木林を残すという発想から計画の見直した。

浅井委員　　　長久手中央地区道路設計業務委託について大型スーパーが進出すれば近隣の道路事情も変るので、住民への説明会が必要ではないか。

計画課長　　　組合としては換地計画途上で建物計画は今は未定だ。今後大店立地法の中で説明会を開催することになる。

さとう委員　　予算書215ページ、土地区画整理助成金は組合設立のためのものか。

計画課長　　　市の助成金ルールに基づいて助成するもので、中央土地区画整理事業に対しては、全体で17億3,000万円を予定していて、工事の進捗状況に沿って助成していく。24年度は調整池と排水路の整備工事を予定している。下山は組合設立に対して助成する。

原田委員　　　予算書215ページ、耐震工事は震度への対応を想定しているのか。

計画課長　　　耐震診断の結果、耐震計数が1.0を下回った建物の改修工事が対象になる。

　　　　　　　計画課　終了

消防本部

消防本部総務課長　　消防本部総務課、消防署の主な事業について説明。　　

（以下「消防課長」）

原田委員　　予算書223ページ、消防救急等機材について、東日本大震災後に新しくそろえた機材はあるか。消防の充足率はいくらか。

消防課長　　新機材は購入していない。愛知県で応援条件が、これまでの自己完結型の応援体制から、ブロック(尾張地域)ごとの後方支援へと見直されることになり、現在、このブロックごとの整備方針が検討されている。充足率は63％から66％に向上した。

浅井委員　　消防団は年齢制限の撤廃で、充実強化できるか。

消防課長　　再入団も含めて勧誘している。定数に近付けて強化したいと考えている。

さとう委員　予算書223ページ、消防団員退職報償金は460万円から530万円に増額しているがなぜか。定年がなくなるとどうなるのか。

消防課長　　一定年齢過ぎての退団を想定して積算したところ増額となった。５年以上勤続しないと退職報償金が支給されないので、５年未満の場合には退職慰労金を支給する制度になっている。

原田委員　　予算書223ページ、消防団活動用資機材は何を購入するのか。

消防課長　　老朽化したホースの買換え、吸管を購入する費用である。

浅井委員　　予算書225ページ、４０mm消火栓の設置基準はどのようか。

消防課長　　消防の基準はない。中部水道企業団の基準で通常は５０mm以上の送水管に設置する。

佐野委員　　予算書225ページ、消防通信共同運用施設とはどんなシステムか、市の負担はどのようか。

消防課長　　１月４日に尾三消防、豊明市、長久手市で協議会が発足し、この協議会が運営の母体となる。尾三消防署の指令台に豊明市と長久手市の通信が入ることになる。負担は、指令台改修、維持管理とも構成市の人口割り負担である。

加藤(和)　　概要45ページ、応急手当普及啓発事業について、AEDの設置状況はどのようか、応急手当講習会への市民の参加状況はどのようか。

消防署長　　AEDは市と県の公共施設に71台設置、民間は18施設に設置されている。講習会は22年、23年とも2,252人が受講している。

　　　　　　消防本部総務課、消防署終了

教育総務課

教育次長　　教育総務課の主な事業について説明

加藤(和)委員 予算書45ページ、木の香る学校づくり推進事業交付金は、新設中学校に活用するのか。

教育次長　　愛知県産の木材を使い森林への理解を深めるという県の制度で、交付金で机の天板と椅子のスクールセットを新設中学校で800セット購入し、既設６校での買換え用に各校40セット購入する。

佐野委員　　予算書227ページ、市になり、来年度からは派遣指導主事が２人になるとのことだが、これまで補佐役でいた嘱託員はなくなるのか。

教育次長　　来年度から、嘱託員は適応指導教室で雇用していきたい。

原田委員　　予算書227ページ、一般事務嘱託員について、なぜ正職員としないのか。

教育次長　　文書整理、伝票整理等の作業なので、嘱託員での対応としている。

原田委員　　文部科学省の方針で、来年度から交付金算定の際に、学校への学校司書の配置が認められた。市でも独自に実施しないか。

教育次長　　図書館連携で全校で２人配置している。全学校配置は考えていない。

青山委員　　いずれも各学校で消耗品費が100～200万円増加している理由は何か。

教育次長　　市制施行による取扱いの変更で備品の対象が１万円から３万円になった。これまで備品であったものが消耗品扱いとなったためである。

加藤(和)委員　予算書237ページ、借地はどこか。校舎等改修工事とは何か。

教育次長　　借地は長久手小学校北側の教職員用駐車場である。修繕工事はキュービクルが老朽化したための修繕、北館の蛍光灯器具の取り換え工事である。

水野委員　　予算書295ページ、調理作業員は何人配置しているか。

給食センター所長　　現在、47人で、内訳は正職員５人、再任用３人、臨時職員39人である。

さとう委員　概要49ページ、小中学校緑化事業はどこで行うのか。

教育次長　　地域に相談をかけて、３校を選定する予定である。

さとう委員　概要50ページ、15クラス分の校舎増築と聞いたが、児童数は何人になるのか。

教育次長　　平成29年度想定では特別支援学級含めて39クラス、1,300人を予定している。過去には西小学校でも同じ状況だった。30～31年度にピークを迎えると思われるので、24～25年度に推計を見直して、学区適正化委員会で検討していきたい。

　　　　　　教育総務課　終了

　　　　　　１７時０５分　　休憩

　　　　　　１７時１１分　　再開

生涯学習課

生涯学習課長　生涯学習課の主な事業について説明。

原田委員　　　予算書267ページ、生涯学習団体への補助金は増額してはどうか。

生涯学習課長　昨年、文化協会30年記念事業の上乗せをした。

原田委員　　　予算書283ページ、色金山歴史公園は市の観光の目玉施設にも関わらず関連予算が少ないと考えるがどうか。

生涯学習課長　抹茶茶わん等も購入し、来場者が見て遜色ないように努めている。また、第２日曜日は文化協会茶道部による抹茶の提供を開始する。

さとう委員　　概要51ページ、放課後子ども教室は来年度に何人受け入れ、待機児童は何人か。

生涯学習課　　54人の申し込みがあり、決定は35人。待機児童は19人である。

浅井委員　　　予算書287ページ、市民テニスコートの施設管理について、冬には砂を入れて凝固剤をまくようだが、午前中は乾かないのでてん圧が必要ではないか。
生涯学習課長　検討する。

原田委員　　　予算書287ページ、菖蒲池テニスコートの浄化槽保守管理委託だが、下水に切り替えないのか。

生涯学習課主幹　　借地のため下水道には接続しない。

佐野委員　　　予算書291ページ、体育館費の修繕料とは何か。大規模修繕の計画はないのか。

生涯学習課主幹　　22年度実績によるもので、突発的な緊急修繕に対応するものである。大きめの修繕は年度末の残予算で対応する。大規模修繕は今後計画していきたい。

　　　　　　　生涯学習課　　終了

文化の家

文化の家事務局長　文化の家事務局の主な事業について説明。

（以下「事務局長」）

原田委員　　予算書279ページ、修繕は多額の経費が想定されるので、早めに修繕すべきでないか。また、委託料が約１億8,000万円と高いので、精査して下げられないか。

事務局長　　調査が必要なので25年度から行う。施設管理費等は長期契約にすることで削減に努めている。

さとう委員　森のホールは舞台と客席が転換ができると聞いているが、どのくらいの頻度で転換して使っているか。

事務局長　　客席は400席から800席までの可動で、ほぼ毎回可動して使っている。

　　　　　　　文化の家　　終了

図書館

文化の家事務局長　文化の家事務局の主な事業について説明。

（以下「事務局長」）

原田委員　　予算書279ページ、中央図書館諸経費で、一般事務嘱託員の内の学校連携要員２人は通年雇用か。

事務局長　　通年である。

原田委員　　図書館長はいつまで雇用するのか。

教育部長　　館長は子ども読書活動推進計画の策定に携わり、調査、分析や計画作成を進めているところなので、引き続き雇用していく。

原田委員　　修繕料について、監視システムが古くなっていると聞いているが、対応できないか。

教育部長　　通常の修繕に限っていて、監視システムの更新は予定していない。

さとう委員　予算書279ページ、子ども読書活動推進計画委員の報酬が増えている理由は何か。

図書係長　　委員会の開催が２回から、来年度４回に増やすためである。

浅井委員　　古くなってきた寄贈図書はどのように取り扱っているか。電子化していってはどうか。

図書係長　　古くなっても廃棄はしないように、修理ボランティアが修理している。電子化には多額の経費を要するので難しい。

加藤(和)委員　図書資料について、購入図書の要望はどのように聞いているか。

図書係長　　館内にリクエスト要望書を備え付け、インターネットでも要望を受け付けている。
原田委員　　概要55ページ、図書館と学校との連携事業の400万円はどのように使うのか。

事務局長　　２人分の人件費である。

　　　　　　図書館事務局　　終了
議会事務局
議会事務局長　議会事務局の主な事業について説明。

（質疑、意見なし）

　　　　　　　議会事務局終了

討論採決

これより討論採決に入ります。

　　　　　　　議案第１号平成２４年度長久手町一般会計予算について討論を許しま

す。

　　　　　　はじめに、反対討論の発言を許します。

　　　　　　ありませんか。

原田委員　　日本一の福祉の町を掲げた田市長が誕生した。増税があり、市民の可処分所得は減っている。閉塞感の打開につながる施策が求められるにも関わらず予算編成における職員の意気込みが感じられない。よって反対する。

委員長　　　続いて賛成討論ありませんか。

　　　　　　（なし）

委員長　　　再度反対討論はありませんか。

浅井委員　　この３年間、リニモへの出資金には反対してきた。債務保証は愛知県の責任だと聞いてきた。市が代わって負担する必要はない。よって反対する。

委員長　　　再度賛成討論はありませんか。

　　　　　　（なし）

委員長　　　再度反対討論はありませんか。

さとう委員　温泉交流施設等運営計画は市が行う必要はない。リニモの出資金は将来にわたって市にかかってくる。愛知県と協議すべきだ。よって反対する。
委員長　　　再度賛成討論はありませんか。

委員長　　　再度反対討論はありませんか。

　　　　　　ないようですから、討論を終結します。

　　　　　　これより採決します。

　　　　　　

　　　　　　賛成の委員の挙手を求めます。

　　　　　　（賛成5人　青山委員、加藤(和)委員、水野委員、佐野委員、岡崎委員）

　　　　　　挙手多数。よって議案第１号平成24年度長久手市一般会計予算は原案のとおり可決することに決しました。

以上で当委員会に付託されました案件は全て議了しました。

なお、委員長報告は正副委員長に一任願えますか。異議がないようで

すのでそのように取り計らいます。

以上をもって予算特別委員会を閉会します。

　　　　　　

午後６時１５分閉会

上記、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２４年３月２３日

予算特別委員会委員長　　木村さゆり
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